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は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
古
代
山
城
の
築
造
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、

百
済
の
滅
亡
と
そ
の
後
の
復
興
軍
の
敗
戦
に
起
因
す
る
。
そ
の
際
に
我
が
国
に

渡
来
し
た
百
済
の
亡
命
官
人
達
が
古
代
山
城
の
築
造
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
古
代
山
城
の
全
て
が
百
済
の
様
式
で
築
造

さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
例
え
ば
大
野
城
の
門
跡

で
出
土
し
た
門
扉
軸
摺
金
具
や
、
屋
嶋
城
の
懸
門
構
造
な
ど
明
ら
か
に
新
羅
山

城
で
特
徴
的
な
要
素
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
日
本
の
古
代
山
城
を
研
究
す
る
場
合
、
そ
の
比
較
検
討
対
象
は
、
百
済
地

域
だ
け
で
な
く
、
新
羅
、
高
句
麗
、
伽
耶
を
含
め
た
韓
半
島
全
体
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

古
代
山
城
の
立
地
環
境
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
事
例
と
の
比
較
研
究
は
盛
ん

に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
山
城
の
導
入
期
の
戦
略
上
の
重
要
拠
点
に
山
城
が
単

独
で
立
地
し
て
い
る
段
階
か
ら
、
駅
路
や
官
衙
に
近
接
し
た
場
所
に
築
造
さ
れ

る
段
階
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、こ
の
変
化
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
、特
に
古
代
山
城
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
状
況
と
の
積
極
的
な
比
較
研
究
は
、
筆
者
の
管
見
で
は

知
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
新
羅
の
王
京
と
地
方
都
市
の

構
造
と
変
遷
過
程
の
復
原
や
、
朝
鮮
古
代
三
国
の
城
壁
築
造
技
法
に
つ
い
て
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
変
化
を
山
城
導
入
時
期
に
お
け
る

百
済
の
地
方
拠
点
の
立
地
環
境
に
対
す
る
思
想
か
ら
、
律
令
制
下
に
お
け
る
統

一
新
羅
の
地
方
都
市
の
立
地
へ
環
境
に
対
す
る
思
想
へ
の
変
化
が
影
響
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
古
代
山
城
と
近
接
す
る
官
衙
に
着
目
し
、
朝
鮮
半
島

の
古
代
国
家
で
あ
る
百
済
の
地
方
統
治
機
関
で
あ
っ
た
「
五
方
城
」
お
よ
び
、

統
一
新
羅
の
地
方
都
市
で
あ
る
「
九
州
五
小
京
」
の
治
所
の
立
地
環
境
と
比
較

研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
や
相
互
の
影
響
の
有
無
な
ど
の
検
討
を

お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
特
に
、
山
城
の
自
然
地
理
学
的
な
立
地
状
況

だ
け
で
な
く
、
官
衙
施
設
や
墳
墓
と
の
位
置
関
係
、
そ
し
て
同
地
域
に
お
け
る

百
済
か
ら
新
羅
へ
の
遺
跡
の
立
地
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
と
歴
史
地
理
学
的
方

法
を
応
用
し
、
さ
ら
に
考
古
学
的
な
調
査
研
究
成
果
も
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り

詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。

今
回
の
研
究
で
研
究
対
象
と
し
て
現
地
踏
査
を
実
施
し
た
遺
跡
は
、
十
五
カ

所
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
遺
跡
名
を
列
挙
し
て
お
く

百
済
西
方
城
推
定
地
・
東
方
城
推
定
地
・
中
方
城
推
定
地
・
南
方
城
推
定
地

新
羅
西
原
小
京
・
中
原
小
京
・
南
原
小
京
・
完
山
州
治
・
発
羅
州
治

日
本
鞠
智
城
・
屋
嶋
城
・
大
宰
府
・
筑
後
国
府
・
豊
前
国
府
・
長
門
国
府
・

讃
岐
国
府

以
下
、
ま
ず
は
現
地
踏
査
と
情
報
収
集
で
得
た
知
見
を
中
心
に
各
遺
跡
の
立

地
環
境
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

山
田　

隆
文　
　

　

古
代
山
城
の
立
地
環
境　

―
百
済
・
新
羅
と
の
比
較
を
通
し
て
―
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一
．
百
済
五
方
城
の
立
地
環
境

百
済
は
、
聖
王
一
六
年
（
五
三
八
）
に
熊
津
城
か
ら
泗
沘
城
に
遷
都
し
た
後

に
、
そ
の
版
図
の
地
方
統
治
体
制
と
し
て
五
方
を
設
置
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
（
一
）。
五
方
に
つ
い
て
は
、『
周
書
』
や
『
北
史
』
と
い
っ
た
中
国
の
正
史
や

『
翰
苑
』と
い
う
唐
代
の
類
書
に
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る（
二
）。五
方
と
は
、

中
方
・
東
方
・
南
方
・
西
方
・
北
方
の
五
つ
で
あ
る
が
、
実
際
の
地
理
的
位
置

は
必
ず
し
も
字
義
の
方
位
通
り
で
は
な
く
、
概
念
的
な
も
の
で
あ
る
。
方
の
中

心
に
は
方
城
が
設
置
さ
れ
、
長
官
で
あ
る
方
領
や
郡
将
が
統
治
し
て
い
た
。
こ

こ
で
は
、五
方
城
の
情
報
に
つ
い
て
文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
情
報
を
（
第
１
表
）

と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。
五
方
が
各
々
、
現
在
の
ど
こ
に
存
在
し
て
い
た
の
か

は
、
多
く
の
研
究
者
が
文
献
史
料
を
基
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
中
方

城
と
東
方
城
が
置
か
れ
た
地
域
は
多
く
の
研
究
者
の
比
定
が
一
致
し
、
北
方
城

で
あ
る
熊
津
城
は
現
在
の
忠
清
北
道
公
州
市
の
公
山
城
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で

あ
る
が
、
中
方
城
も
東
方
城
も
具
体
的
な
城
の
所
在
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な

い
ば
か
り
か
、
南
方
城
と
西
方
城
に
い
た
っ
て
は
方
城
が
設
置
さ
れ
た
中
心
地

が
現
在
の
ど
の
地
域
に
存
在
し
た
か
す
ら
、
見
解
の
一
致
を
み
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
（
三
）。
先
行
研
究
で
方
城
の
具
体
的
な
山
城
へ
の
比
定
を
試
み
た

一
人
が
、
徐
程
錫
で
あ
る
（
四
）。
徐
程
錫
は
、『
翰
苑
』
に
記
さ
れ
た
「
其
諸
方

之
城
、
皆
憑
山
険
為
之
」
に
着
目
し
、「
山
険
」
と
は
険
山
の
こ
と
と
解
釈
し
、

標
高
二
五
〇
ｍ
前
後
の
山
に
方
城
が
築
造
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
、
文
献
史
料

の
考
証
か
ら
推
定
さ
れ
る
方
城
の
候
補
地
域
で
、『
翰
苑
』
に
記
さ
れ
る
方
城

の
規
模
に
合
致
し
、
標
高
二
五
〇
ｍ
前
後
に
所
在
す
る
具
体
的
な
山
城
に
位
置

比
定
を
試
み
た
。

筆
者
は
、
今
回
の
研
究
で
北
方
城
以
外
の
候
補
地
を
踏
査
し
、
徐
程
錫
が
比

定
す
る
山
城
も
訪
れ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
詳
細
は
後
節
の
個
々
の
項
目
で
述

べ
る
が
、
徐
程
錫
の
比
定

地
は
標
高
と
規
模
に
固
執

し
た
た
め
に
、
五
方
の
各

方
城
が
統
治
し
た
地
域
全

体
を
み
た
と
き
、
奥
地
す

ぎ
る
立
地
、
文
献
に
記
さ

れ
る
城
内
外
に
七
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
人
も
の
民
衆
が

暮
ら
す
に
は
狭
隘
な
周
辺

地
形
に
違
和
感
あ
る
よ
う

に
感
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

方
城
に
つ
い
て
筆
者
の
踏

査
結
果
に
基
づ
く
候
補
地

案
も
提
示
し
た
い
。

（
一
）
中
方
城

中
方
古
沙
城
は
、『
三
国
史
記
』
の
雑
志
地
理
に
も
「
古
阜
郡
、
本
百
済
古

眇
夫
里
郡
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
も
全
羅
北
道
井
邑
市
の
古
阜
面
に

所
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
見
解
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
城

が
中
方
古
沙
城
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
年
に

実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、
古
阜
面
古
阜
里
に
所
在
す
る
旧
邑
城
が 

第１表　百済五方城一覧



57

 

方
城
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
（
五
）。
百
済
に
特
徴
的
な
構
造
の
石
築
城

壁
や
五
部
五
巷
制
を
示
す
「
上
部
上
巷
」
銘
の
印
章
瓦
が
出
土
し
た
の
で
あ
る

（
六
）。
旧
邑
城
は
、
黄
海
に
注
ぐ
東
津
江
の
支
流
で
あ
る
古
阜
川
（
八
旺
川
）

の
東
岸
に
あ
る
標
高
一
三
〇
ｍ
程
度
の
独
立
し
た
低
丘
陵
に
立
地
す
る
。
城
周

は
約
一
．
〇
㎞
で
、
基
本
的
に
は
二
つ
の
山
頂
を
囲
ん
だ
山
頂
式
の
構
造
を
し

て
お
り
、
北
西
の
山
腹
で
小
規
模
な
谷
部
を
閉
塞
し
て
い
る
。

旧
邑
城
の
北
東
に
は
山
頂
二
三
〇
ｍ
の
山
塊
が
あ
り
、
こ
こ
に
金
寺
洞
山
城

が
あ
る
。
か
つ
て
は
こ
の
山
城
を
中
心
に
そ
の
さ
ら
に
北
側
の
隠
仙
里
土
城
が

あ
る
低
丘
陵
と
の
間
の
北
西
に
開
い
た
谷
部
一
帯
が
中
方
城
と
の
学
説
も
提
示

さ
れ
、
羅
城
の
存
在
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
が
（
七
）、
そ
の
想
定
範
囲
内
に
は
、

大
規
模
な
封
土
墳
で
あ
る
知
士
里
古
墳
群
や
、
陵
山
里
型
石
室
が
主
体
部
で
あ

る
隠
仙
里
古
墳
群
の
他
に
、
雲
鶴
里
古
墳
群
、
塔
立
里
古
墳
群
な
ど
多
く
の
古

墳
群
が
分
布
す
る
こ
と
か
ら
（
八
）、
金
寺
洞
山
城
の
北
側
の
谷
地
が
中
方
の
施

設
や
中
心
的
な
居
住
地
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
難
し
い
と
判
断
す
る
。
で

は
、
中
方
城
の
中
心
居
住
地
は
ど
こ
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
か
。
筆
者
は

旧
邑
城
と
古
阜
川
の
間
に
あ
る
古
阜
面
新
永
里
・
豊
月
里
の
低
丘
陵
が
立
地
上

は
最
も
相
応
し
い
と
推
定
す
る
。
こ
こ
で
は
現
在
二
カ
所
の
遺
物
散
布
地
が
知

ら
れ
る
が
、
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

古
阜
川
の
西
岸
の
舟
山
面
に
も
南
北
方
向
の
広
大
な
低
丘
陵
が
広
が
り
、
そ

の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
高
い
頂
上
部
に
は
、
小
規
模
の
山
城
が
点
在
し
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
西
側
の
扶
安
郡
上
西
面
の
山
地
に
は
、
百
済
復
興
運
動
の

拠
点
の
ひ
と
つ
周
留
城
の
有
力
候
補
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
禹
金
山
城
が
所
在
す

る
。
し
か
し
、
中
方
は
、
百
済
の
泗
沘
期
に
は
特
に
軍
事
的
緊
張
は
な
い
地
域

で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
井
邑
市
北
隣
の
金
堤
市
に
あ
る
百

済
時
代
の
灌
漑
施
設
で
あ
る
碧
骨
堤
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
東
津
江
流
域
一

第１図　百済中方城推定地（1/200,000）

○は、百済時代の古墳
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帯
の
広
大
な
穀
倉
地
帯
を
管
轄
す
る
行
政
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
主
眼
の

施
設
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
二
）
東
方
城

東
方
得
安
城
の
所
在
地
は
、
現
在
の
忠
清
南
道
論
山
市
の
恩
津
面
一
帯
と
い

う
こ
と
で
、見
解
は
一
致
し
て
い
る
。『
三
国
史
記
』雑
志
地
理
に
も「
徳
殷
郡
、

本
百
済
徳
近
郡
、
景
徳
王
改
名
、
今
徳
恩
郡
。」
と
あ
り
、
こ
の
徳
恩
郡
が
後

に
恩
津
県
と
な
る
こ
と
か
ら
、
恩
津
地
域
に
得
安
城
（
徳
安
城
）
が
設
置
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
徐
程
錫
は
、
論
山
市
内
に
所
在
す
る
山
城
の
な

か
で
規
模
と
標
高
を
勘
案
し
て
恩
津
面
南
隣
の
錬
武
邑
と
可
也
谷
面
の
境
界
に

あ
る
城
周
約
一
．
五
㎞
の
梅
花
山
城
を
東
方
城
に
比
定
し
た
（
九
）。

論
山
地
域
は
、
西
隣
に
百
済
の
王
都
で
あ
る
泗
沘
、
北
隣
に
旧
都
の
熊
津
、

南
隣
に
別
宮
の
あ
る
金
馬
渚
が
あ
り
、
東
は
新
羅
と
の
国
境
紛
争
地
域
に
繋
が

る
と
い
う
百
済
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
な
お
論
山

地
域
は
、
現
在
は
忠
清
南
道
の
論
山
市
と
い
う
一
つ
の
行
政
区
域
で
あ
る
が
、

新
羅
の
半
島
統
一
後
に
は
、
論
山
川
北
岸
を
熊
川
州
の
管
轄
、
南
岸
を
完
山
州

の
管
轄
と
に
分
割
す
る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
措
置
は
、
新
羅

が
論
山
地
域
を
重
要
視
も
し
く
は
危
険
視
し
た
か
ら
こ
そ
の
、
意
図
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
筆
者
は
推
定
す
る
。

論
山
地
域
は
、
錦
江
の
支
流
で
あ
る
論
山
川
の
流
域
に
ひ
ろ
が
る
平
野
で
、

東
と
南
北
の
三
方
を
山
地
で
囲
ま
れ
、
論
山
川
が
錦
江
に
合
流
す
る
西
側
に
開

い
て
い
る
。
論
山
川
の
南
岸
の
恩
津
面
と
北
岸
の
城
東
面
に
は
広
大
な
低
丘
陵

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
論
山
川
の
上
流
の
谷
筋
は
、
錦
山
郡
や
茂
朱
郡
に
通
じ

る
ル
ー
ト
で
、
三
国
時
代
末
期
は
こ
こ
を
新
羅
軍
が
侵
攻
し
て
き
た
と
さ
れ
、

谷
筋
か
ら
論
山
平
野
に
出
た
す
ぐ
の
一
帯
が
六
六
〇
年
の
百
済
滅
亡
直
前
の
激

戦
地
と
し
て
知
ら
れ
る
黄
山
原
の
推
定
地
で
あ
る
。

山
城
や
古
墳
群
の
分
布
も
、こ
の
黄
山
原
推
定
地
で
あ
る
論
山
川
や
連
山
川
・

魯
城
川
の
川
沿
い
に
近
い
山
地
や
山
麓
に
集
中
し
て
い
る
。
山
城
は
論
山
と
公

州
を
結
ぶ
ル
ー
ト
沿
い
に
拠
点
的
な
魯
城
山
城
が
築
造
さ
れ
、
黄
山
原
の
周
辺

に
は
黄
山
城
を
は
じ
め
小
規
模
な
山
城
が
多
数
配
置
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
群
の

多
く
も
こ
れ
ら
の
山
城
が
存
在
す
る
山
の
山
麓
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の

分
布
に
つ
い
て
は
、
論
山
川
沿
岸
に
近
い
古
墳
群
は
熊
津
期
の
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
泗
沘
期
の
も
の
は
可
也
谷
面
の
六
谷
里
古
墳
群
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
中
心
地
が
移
動
し
た
と
み
る
見
解
が
あ
っ
た
（
一
〇
）。
し
か
し
、

近
年
の
発
掘
調
査
で
泗
沘
期
の
古
墳
が
六
谷
里
だ
け
で
な
く
、
同
じ
論
山
平
野

の
南
東
を
画
す
る
山
麓
の
可
也
谷
面
山
老
里
と
錬
武
邑
東
山
里
で
も
確
認
さ
れ

て
い
る
（
一
一
）。

第２図　百済東方城推定地（1/400,000）

◇は百済時代の山城、○は百済時代泗沘期の古墳
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さ
て
、
梅
花
山
城
は
、
新
羅
の
進
軍
ル
ー
ト
か
ら
も
、
旧
都
で
あ
り
北
方
熊

津
城
で
あ
る
公
州
方
面
や
金
馬
渚
の
王
宮
が
あ
る
益
山
方
面
へ
の
交
通
路
か
ら

も
か
な
り
離
れ
、
居
住
や
農
耕
の
適
地
で
あ
る
恩
津
の
低
丘
陵
か
ら
も
離
れ
た

場
所
の
山
地
で
あ
り
、
論
山
地
域
の
山
城
の
分
布
か
ら
み
る
と
異
質
な
存
在
と

い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梅
花
山
城
の
最
も
近
く
に
存
在
す
る
六
谷
里
古
墳

群
か
ら
銀
花
冠
飾
が
出
土
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
と
、「
険
山
」
な
る
立
地

条
件
を
も
っ
て
梅
花
山
城
周
辺
が
東
方
城
の
中
心
地
で
あ
る
と
す
る
の
は
無
理

が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

防
衛
上
も
、
行
政
上
も
重
要
な
交
通
路
と
な
る
論
山
江
沿
い
の
丘
陵
か
山
地

に
方
城
を
設
置
し
た
と
み
る
べ
き
で
、
金
英
心
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
地

志
に
百
済
義
慈
王
の
行
幸
地
伝
承
の
記
載
が
あ
る
丘
陵
北
端
の
論
山
市
登
華
洞

に
所
在
す
る
皇
華
山
城
が
東
方
城
の
候
補
地
の
ひ
と
つ
と
み
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
（
一
二
）。
そ
し
て
、
墳
墓
の
分
布
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
論
山
川
に

面
し
た
低
丘
陵
一
帯
が
東
方
の
中
心
地
で
、
そ
の
南
側
の
後
背
山
麓
に
墓
域
が

設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
南
方
城

南
方
久
知
下
城
は
、
百
済
五
方
城
の
中
で
最
も
こ
の
所
在
地
の
見
解
が
割
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
も
の
を
列
挙
す
る

と
、全
羅
北
道
の
金
溝
、南
原
、全
羅
南
道
の
長
城
、求
礼
、光
州
、羅
州
が
あ
る
。

（
第
一
表
参
照
）
筆
者
は
、
先
行
研
究
の
検
討
の
結
果
、
全
羅
北
道
の
南
原
市

と
全
羅
南
道
の
羅
州
市
の
二
カ
所
に
絞
っ
て
現
地
踏
査
を
実
施
し
た
。

ａ
．
南
原
地
域

南
原
地
域
は
、『
三
国
史
記
』
に
も
と
は
百
済
の
古
龍
郡
で
、
新
羅
の
神
文

王
代
に
南
原
小
京
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
小
京
の
立
地
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
次
章
で
述
べ
る
と
し
て
、
本
節
で
は
南
原
地
域
の
百
済
遺
跡
の

分
布
と
立
地
に
つ
い
て
述
べ
る
。

南
原
地
域
は
中
央
に
蟾
津
江
の
支
流
で
あ
る
蓼
川
が
北
東
か
ら
南
西
に
流
れ

る
。
北
西
岸
に
は
平
地
が
広
が
る
が
、
南
東
岸
は
川
沿
い
す
ぐ
ま
で
山
地
が
迫

る
。
現
在
の
南
原
市
域
で
確
認
さ
れ
た
百
済
遺
跡
は
、
大
き
く
四
カ
所
に
区
分

で
き
る
。
一
つ
目
は
、
南
原
小
京
の
す
ぐ
東
の
対
岸
で
あ
る
二
白
面
・
朱
川
面

の
一
帯
。
二
つ
目
は
、南
原
小
京
か
ら
蓼
川
を
四
㎞
ほ
ど
下
っ
た
大
山
面
一
帯
。

三
つ
目
は
、
南
原
小
京
か
ら
蓼
川
を
八
．
五
㎞
ほ
ど
下
っ
た
金
池
面
・
周
生
面

一
帯
。
四
つ
目
は
、
南
原
中
心
部
か
ら
山
を
隔
て
て
東
側
の
雲
峰
邑
・
引
月
面
・

阿
英
面
・
山
内
面
の
一
帯
で
あ
る
。

一
つ
目
の
地
域
で
特
筆
す
べ
き
遺
跡
は
二
白
面
尺
門
里
古
墳
群
で
、
こ
こ

か
ら
は
銀
花
冠
飾
が
出
土
し
て
い
る
。
古
墳
群
の
あ
る
丘
陵
の
上
に
は
城
周

五
七
〇
ｍ
の
尺
門
洞
山
城
が
存
在
す
る
。
発
掘
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い

が
、
百
済
土
器
や
瓦
片
が
採
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
一
三
）。
尺
門
里
古
墳
群
か

ら
ペ
ガ
ム
川
を
挟
ん
で
南
側
の
草
村
里
の
丘
陵
上
に
も
百
済
古
墳
群
の
存
在
が

知
ら
れ
る
。
た
だ
、こ
れ
ら
の
古
墳
群
と
山
城
は
か
な
り
近
接
し
て
い
る
こ
と
、

ペ
ガ
ム
川
沿
い
は
平
地
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
百
済
時
代
の
中
心
部
と

み
る
の
は
難
し
い
と
推
定
す
る
。
た
だ
、草
村
里
か
ら
山
を
隔
て
た
南
側
の
ウ
ォ

ン
チ
ョ
ン
川
の
上
流
の
朱
川
面
長
安
里
一
帯
に
は
比
較
的
広
い
平
地
が
ひ
ろ

が
っ
て
お
り
、
平
地
の
東
端
に
は
百
済
時
代
の
湖
景
里
古
墳
群
も
分
布
し
て
お

り
、
注
目
さ
れ
る
。

二
つ
目
の
南
原
中
心
部
か
ら
下
流
に
約
四
㎞
下
っ
た
蓼
川
の
北
岸
に
広
が
る

大
山
面
の
ヨ
川
と
嶺
川
の
流
域
で
は
、
三
国
時
代
の
住
居
跡
が
大
谷
里
遺
蹟
か

ら
、
古
墳
が
雲
橋
里
遺
蹟
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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三
つ
目
は
さ
ら
に
約
五
㎞
下
流
で
、
蓼
川
の
北
西
側
か
ら
注
ぎ
こ
む
支
流
で 

あ
る
楓
村
川
流
域
も
比
較
的
広
い
平
地
部
を
有
す
る
。
三
国
時
代
の
遺
跡
は
合

流
点
近
く
の
笠
岩
里
古
墳
群
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
笠
岩
里
の
東
隣
に

所
在
す
る
甕
井
里
に
古
龍
マ
ウ
ル
と
い
う
南
原
の
百
済
時
代
の
地
名
を
冠
し
た

集
落
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

四
つ
目
の
雲
峰
邑
を
は
じ
め
と
す
る
南
原
市
東
部
は
、
中
心
部
と
は
全
く
異

な
る
水
系
で
、
南
江
を
経
て
洛
東
江
へ
と
繋
が
る
地
域
で
、
伽
耶
諸
国
の
大
伽

耶
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
新
羅
統
一
後
も
先
の
二
地
域
と
は
別
に
東
側
の
菁

州
速
含
郡
（
後
に
康
州
天
嶺
郡
に
改
称
。）
に
属
す
雲
峰
県
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
雲
峰
県
の
旧
名
が
阿
莫
城
と
あ
り
、
こ
の
城
名
は
六
〇
二
年
に
新
羅

の
城
と
し
て
『
三
国
史
記
』
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
（
一
四
）、
少
な
く
と
も
七
世

紀
初
頭
に
は
新
羅
領
域
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
の
地
域
の

特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
阿
英
面
月
山
里
古
墳
群
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
月
山

里
古
墳
群
は
、
五
方
の
設
置
以
前
の
四
～
五
世
紀
の
も
の
で
あ
る
が
、
出
土
遺

物
に
中
国
南
朝
製
の
青
磁
鶏
首
壺
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
出
土
分
布
か
ら
百
済

と
の
密
接
な
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
土
土
器
の
大
部
分
は

大
伽
耶
様
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
掘
調
査
報
告
書
で
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
と
お
り
、
被
葬
者
は
大
伽
耶
に
近
い
在
地
勢
力
で
、
百
済
と
大
伽
耶
を
連

結
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
一
五
）。

以
上
、
四
カ
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
が
、
ま
ず
雲
峰
地
域
は

七
世
紀
初
頭
に
は
新
羅
の
領
域
と
な
る
こ
と
か
ら
、
候
補
地
か
ら
外
れ
る
が
、

残
り
の
三
カ
所
も
南
方
城
が
設
置
さ
れ
た
と
判
断
す
る
に
は
決
定
打
に
欠
け

る
。
特
に
五
六
二
年
に
大
伽
耶
が
新
羅
に
併
合
さ
れ
る
と
南
原
地
域
は
百
済
と

新
羅
の
国
境
紛
争
地
帯
の
最
前
線
と
な
る
。
そ
も
そ
も
南
原
地
域
は
、
蟾
津
江

水
系
と
い
う
自
然
地
理
学
的
に
は
全
羅
南
道
に
属
す
と
い
う
立
地
で
あ
る
に
も

第3図　南原周辺の遺跡（1/250,000）

◇は山城・集落遺跡、○は百済時代の古墳
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関
わ
ら
ず
、
統
一
新
羅
時
代
に
完
山
州
の
区
域
と
さ
れ
て
以
来
、
現
在
も
全
羅

北
道
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
異
質
な
状
況
は
、
こ
の
地
域
の
軍
事
的
側
面
を
重

要
視
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が
、
五
方
城
の
機
能
が
国
防
上
の
兵
站
と
し
て

の
性
格
が
強
か
っ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
南
原
が
南
方
城
で
あ
っ
た
可

能
性
は
高
く
な
る
が
、
行
政
経
営
的
な
地
方
統
治
機
関
と
い
う
側
面
で
五
方
城

を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
南
原
を
南
方
城
と
み
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

ｂ
．
羅
州
地
域

羅
州
地
域
は
、『
三
国
史
記
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
栄
山
江
の
北
岸
は
、
も

と
百
済
の
発
羅
郡
で
、
新
羅
統
一
後
当
初
は
発
羅
州
の
州
治
が
設
置
さ
れ
た

が
、
神
文
王
代
に
武
珍
へ
の
州
治
の
変
更
に
伴
っ
て
郡
に
格
下
げ
さ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
栄
山
江
の
南
岸
は
、
も
と
百
済
の
半
奈
夫
里
県
を
新
羅

統
一
後
に
潘
南
郡
と
し
た
と
記
述
さ
れ
る
。
古
く
は
全
栄
来
が
西
方
城
に
比
定

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
南
方
城
の
候
補
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
一
六
）。

百
済
時
代
の
遺
跡
も
同
様
に
北
岸
と
南
岸
と
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
。
北
岸

に
は
多
侍
面
の
会
津
里
に
チ
ャ
メ
山
城
、
銀
花
冠
飾
が
出
土
し
た
伏
岩
里
古
墳

群
が
分
布
し
、南
岸
に
は
潘
南
面
に
紫
薇
山
城
、山
城
の
麓
に
潘
南
古
墳
群
（
大

安
里
・
新
村
里
・
徳
山
里
）、
山
城
の
南
側
の
丘
陵
麓
に
銀
花
冠
飾
が
出
土
し

た
興
徳
里
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
。

や
は
り
注
目
す
べ
き
は
、
伏
岩
里
と
興
徳
里
か
ら
銀
花
冠
飾
が
出
土
し
た
こ

と
で
あ
る
。
羅
州
市
や
南
隣
の
霊
岩
郡
の
栄
山
江
流
域
は
、
も
と
は
百
済
か
ら

独
立
し
た
馬
韓
勢
力
の
中
心
地
で
あ
り
、
大
型
甕
棺
を
主
体
部
と
し
た
独
自
の

墓
制
が
六
世
紀
代
ま
で
は
盛
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
地

域
に
あ
っ
て
、
銀
花
冠
飾
が
出
土
し
た
伏
岩
里
三
号
墳
五
号
石
室
・
一
六
号
石

室
、
興
徳
里
古
墳
の
石
室
は
、
陵
山
里
型
の
石
室
で
は
な
い
も
の
の
、
百
済
後

期
の
典
型
的
な
切
石
に
よ
る
石
室
で
あ
り
、
出
土
遺
物
だ
け
で
な
く
、
百
済
の

中
央
政
権
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
伏
岩
里

遺
蹟
か
ら
出
土
し
た
木
簡
群
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

栄
山
江
南
岸
の
羅
州
市
か
ら
旺
谷
面
、
新
北
面
そ
し
て
潘
南
面
に
か
け
て
の

広
大
な
低
丘
陵
地
帯
は
、
農
耕
だ
け
で
な
く
、
工
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
に
充

分
な
安
定
し
た
土
地
で
あ
り
、
実
際
、
丘
陵
北
端
部
の
栄
山
江
に
ほ
ど
近
い
五

良
洞
遺
蹟
で
甕
棺
用
の
大
型
甕
の
窯
や
工
房
、
居
住
地
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は 

第４図　羅州周辺の遺跡（1/200,000）

◇は三国時代の集落遺跡、○は三国時代の古墳
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周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
一
七
）。

栄
山
江
流
域
は
完
全
に
百
済
の
支
配
下
に
入
っ
て
以
降
、
軍
事
的
な
緊
張
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
倭
国
や
耽
羅
と
の
通
交
、
巨
大
な
穀
倉

地
帯
と
い
う
意
味
で
は
、
非
常
に
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
行
政
経
営
的
側
面
を
評
価
す
れ
ば
、
羅
州
に
南
方
城
を
比
定

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
四
）
西
方
城

西
方
刀
先
城
も
所
在
の
候
補
地
が
多
数
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
全
栄

来
は
唯
一
、
羅
州
・
霊
岩
地
域
に
西
方
城
を
比
定
し
た
が
、
そ
の
他
は
忠
清
南

道
の
北
西
部
と
推
定
し
、
瑞
山
郡
・
唐
津
郡
・
礼
山
郡
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
第
一
表
）。

徐
程
錫
は
、
文
献
の
考
証
と
自
身
が
定
義
し
た
規
模
、
標
高
に
見
合
う
場
所

と
し
て
、
忠
清
南
道
洪
城
郡
長
谷
面
山
城
里
の
無
限
川
西
岸
の
標
高
二
一
二
ｍ

の
山
に
所
在
す
る
城
周
約
一
．
二
㎞
の
鶴
城
山
城
を
西
方
城
に
比
定
し
（
一
八
）、

さ
ら
に
、
百
済
復
興
運
動
で
黒
歯
常
之
が
拠
点
と
し
た
任
存
城
と
西
方
城
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
（
一
九
）。

任
存
城
に
つ
い
て
は
研
究
も
盛
ん
で
、
現
状
で
は
礼
山
郡
大
興
面
と
光
時

面
、
洪
城
郡
金
馬
面
の
境
に
所
在
す
る
鳳
首
山
城
が
有
力
視
さ
れ
、
史
蹟
指
定

も
整
備
事
業
も
「
任
存
城
」
の
名
称
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
鳳
首
山
城
は
、

標
高
四
八
三
ｍ
の
鳳
首
山
に
築
造
さ
れ
た
城
周
約
二
．
四
㎞
の
山
城
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
百
済
時
代
の
土
器
や
瓦
が
出
土
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
百
済
時
代
の
明
確
な
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
石
築
の
城
壁
面
も
一

部
遺
存
し
て
お
り
、
筆
者
も
現
地
で
観
察
し
、
複
数
の
積
み
方
が
存
在
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
が
、
外
面
や
断
面
観
察
の
み
で
百
済
と
断
定
で
き
る
も
の
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
徐
程
錫
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
こ
の
地
域
を
描
い
た
古
地
図

の
中
に
は
、
任
存
城
と
鳳
首
山
を
明
確
に
区
別
し
て
描
い
て
い
る
も
の
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
ま
だ
任
存
城
と
断
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
筆
者

は
考
え
る
。

徐
程
錫
が
西
方
城
に
比
定
し
た
鶴
城
山
城
は
、
鳳
首
山
城
か
ら
無
限
川
を
さ

ら
に
上
流
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
山
間
部
に
立
地
す
る
。
牙
山
湾
に
注
ぐ
無
限
川
の

河
口
か
ら
は
実
に
約
三
三
㎞
も
内
陸
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
る
。
山
頂
か
ら
の

眺
望
も
現
地
で
確
認
し
た
が
、
周
辺
の
無
限
川
流
域
の
谷
地
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
西
方
城
が
忠
清
北
道
の
北
西
部
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
軍
事
的
役
割
は
、
北
の
高
句
麗
に
対
す
る
国
防
で
あ
り
、
さ
ら
に
海
の
西
側

に
存
在
す
る
南
朝
や
隋
、
唐
と
の
通
交
を
担
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
と
す

る
と
、
鶴
城
山
城
は
そ
の
内
陸
奥
地
す
ぎ
る
位
置
で
、
西
方
の
中
心
地
と
し
て 

第５図　百済西方城推定地（1/400,000）

◇は百済時代の山城、○は百済時代の古墳
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の
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
。

で
は
、
西
方
の
中
心
地
は
ど
こ
で
、
西
方
城
は
ど
の
城
に
比
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
鶴
城
山
城
や
鳳
首
山
城
が
面
し
て
い
る
無
限
川
は
、

挿
橋
川
と
合
流
し
て
牙
山
湾
に
注
ぎ
込
む
。
そ
の
合
流
点
の
内
側
の
新
岩
面
と

吾
可
面
に
は
広
大
な
低
丘
陵
が
広
が
る
。
無
限
川
の
東
岸
は
山
地
が
氾
濫
原
の

間
近
に
迫
り
、
挿
橋
川
の
西
岸
も
ほ
ぼ
同
様
の
地
形
を
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ

の
一
帯
を
西
方
の
中
心
地
の
候
補
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
中
央
の
低
丘
陵
で

は
百
済
時
代
の
城
郭
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
無
限
川
東
岸
の
礼
山
邑
山
城

里
に
は
礼
山
山
城
、
挿
橋
川
西
岸
の
合
徳
面
大
川
里
に
は
金
後
山
城
、
合
徳
面

上
長
里
に
は
上
長
里
土
城
が
、
鳳
山
面
侍
洞
里
に
は
侍
洞
里
山
城
（
大
天
台
山

城
）
と
小
天
台
山
城
が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
済
時
代
に
築
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

山
城
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
〇
）。
城
の
規
模
を
考
慮
す
る
と
、
城
周

九
六
五
ｍ
の
礼
山
山
城
が
標
高
は
わ
ず
か
五
五
ｍ
だ
が
、
有
力
候
補
と
な
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
山
城
群
は
相
互
に
目
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置

に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
翰
苑
』に
記
さ
れ
た「
諸
城
左
右
亦
各
小
城
、

皆
統
諸
方
。」
と
い
う
状
況
に
適
っ
た
立
地
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
の
山
城
群
の
近
隣
で
あ
る
挿
橋
川
西
岸
の
鳳
山
面
孝
橋
里
や
古
徳

面
四
里
、
挿
橋
邑
沐
里
な
ど
か
ら
、
泗
沘
期
の
古
墳
が
発
掘
調
査
で
多
数
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
筆
者
の
考
え
を
補
強
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

二
．
新
羅
九
州
五
小
京
の
立
地
環
境

新
羅
の
地
方
行
政
組
織
と
し
て
の
九
州
五
小
京
は
、
文
武
王
代
に
整
備
が
本

格
化
し
、
幾
度
か
の
治
所
の
変
更
を
経
て
、
神
文
王
七
年
（
六
八
七
）
の
沙
伐

州
の
再
設
置
を
も
っ
て
、
最
終
的
な
九
州
五
小
京
が
完
備
さ
れ
た
。

九
州
五
小
京
の
所
在
地
比
定
や
構
造
復
元
の
先
行
研
究
は
多
く
な
く
、
筆
者

が
全
体
的
な
都
市
構
造
の
復
元
研
究
に
取
り
組
む
ま
で
は
、
朴
泰
祐
と
李
丙
贊

の
二
氏
し
か
全
体
的
に
扱
っ
た
研
究
は
な
か
っ
た
（
二
一
）。

筆
者
は
二
〇
〇
八
年
に
発
表
し
た
研
究
の
な
か
で
、
九
州
五
小
京
の
都
市
構

造
は
ほ
ぼ
全
て
方
格
の
街
区
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
遺
存
地
割

や
地
形
、
発
掘
調
査
成
果
か
ら
復
元
で
き
る
と
の
見
解
を
示
し
、
復
元
図
を
提

示
し
た
（
二
二
）。
そ
の
時
点
で
、
踏
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
も
現
地
踏
査
を
継
続
し
て
実
施
し
、現
在
で
は
「
ほ
ぼ
」
で
は
な
く
「
全

て
」
が
方
格
街
区
を
備
え
た
都
市
で
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
年
は
、
以
前
よ
り
は
九
州
五
小
京
が
遺
跡
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
増
加
し
た
発
掘
調
査
事
例
を
も
と
に
、
検
証
す
る
研
究
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
（
二
三
）。

本
研
究
で
は
、
都
市
構
造
の
復
元
が
主
眼
で
は
な
く
、
も
う
少
し
広
範
囲
に

小
京
や
州
治
が
立
地
す
る
環
境
を
現
地
踏
査
に
よ
っ
て
観
察
し
、
百
済
の
五
方

城
推
定
地
の
立
地
環
境
と
比
較
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
現
地

踏
査
の
対
象
は
、
熊
津
期
か
ら
泗
沘
期
の
百
済
の
領
域
に
設
置
さ
れ
た
、
中
原

小
京
、
西
原
小
京
、
南
原
小
京
、
発
羅
州
治
、
完
山
州
治
を
選
定
し
た
。

次
に
各
遺
跡
に
つ
い
て
現
地
踏
査
に
基
づ
く
検
討
結
果
を
順
に
報
告
す
る
。

（
一
）
中
原
小
京

中
原
小
京
は
、
現
在
の
忠
清
北
道
忠
州
市
に
所
在
す
る
。
こ
の
地
に
新
羅
が

小
京
を
設
置
し
た
の
は
真
興
王
一
八
年
（
五
五
七
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
「
国
原
小
京
」
で
あ
っ
た
。
地
方
行
政
組
織
と
し
て
の
「
中
原
小
京
」
の
整

備
は
、
早
く
と
も
文
武
王
一
三
年
（
六
七
三
）
と
推
定
さ
れ
る
（
二
四
）。
新
羅
が

こ
の
地
を
領
有
す
る
前
は
、
高
句
麗
の
国
原
城
で
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
は
百
済
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の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
掘
調
査
成
果
か
ら
も
判
明
し
て
お
り
、
ま
さ
に
三

国
係
争
の
地
域
で
あ
っ
た
。

中
原
小
京
の
遺
跡
は
、
南
漢
江
の
南
岸
に
位
置
し
て
い
る
が
、
直
接
面
し
て

は
お
ら
ず
、
南
北
と
東
の
山
地
と
南
西
側
の
低
丘
陵
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
小

盆
地
に
南
漢
江
の
支
流
で
あ
る
忠
州
川
と
龍
山
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
東
西

が
〇
．
五
～
〇
．
七
㎞
と
非
常
に
幅
の
狭
い
平
地
部
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の

平
地
部
の
遺
存
地
割
か
ら
、
南
北
軸
が
北
で
約
一
〇
度
西
に
振
っ
た
東
西
三
坊

×
南
北
一
一
坊
の
南
北
に
細
長
い
方
格
街
区
を
備
え
た
都
市
遺
跡
が
復
元
で
き

る
（
二
五
）。
東
側
の
山
地
に
は
三
国
時
代
に
築
造
さ
れ
た
南
山
城
が
、
南
側
の
達

川 

に
東
岸
に
面
し
た
山
地
に
は
統
一
期
に
築
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
城
周
約

四
．
五
㎞
の
大
林
山
城
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

真
興
王
代
に
設
置
さ
れ
た
国
原
小
京
は
、
中
原
小
京
の
位
置
と
は
異
な
り
、

忠
州
中
心
部
か
ら
北
西
に
約
七
．
五
㎞
離
れ
た
、
南
漢
江
西
岸
の
南
北
に
細
長

い
河
岸
段
丘
上
の
塔
坪
里
遺
蹟
一
帯
で
あ
る
可
能
性
が
発
掘
調
査
成
果
か
ら
高

く
な
っ
た
。
そ
の
す
ぐ
北
側
で
西
か
ら
南
漢
江
に
注
ぎ
込
む
支
流
の
北
岸
に
は

五
世
紀
前
半
に
立
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
中
原
高
句
麗
碑
が
あ
り
、
こ
の
支

流
沿
い
の
一
帯
が
、
忠
州
地
域
を
高
句
麗
が
領
有
し
て
い
た
時
の
中
心
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
高
句
麗
碑
の
北
側
の
山
上
に
は
薔
薇
山
城
が
存

在
す
る
。
石
築
の
城
壁
は
新
羅
に
よ
る
も
の
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

先
行
す
る
柵
列
は
高
句
麗
の
築
造
の
可
能
性
も
あ
る（
二
六
）。碑
文
の
内
容
か
ら
、

高
句
麗
は
、
こ
の
地
を
新
羅
か
ら
奪
取
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
南
漢
江
と
達

川
、
忠
州
川
の
合
流
点
に
あ
る
弾
琴
台
と
称
さ
れ
る
丘
陵
周
辺
で
は
、
百
済
の

製
鉄
遺
構
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
忠
州
地
域
を
百
済
が
領
有
し
て
い
た
時

期
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

忠
州
地
域
に
お
け
る
三
国
時
代
か
ら
統
一
新
羅
へ
の
中
心
地
の
立
地
環
境
の

変
遷
を
ま
と
め
る
と
、
百
済
は
主
要
河
川
の
合
流
点
付
近
の
低
丘
陵
と
そ
の
周

辺
に
拠
点
を
置
い
た
。
そ
の
後
、
忠
州
を
領
有
し
た
新
羅
や
高
句
麗
は
、
南
漢

江
沿
い
の
河
岸
段
丘
と
支
流
沿
い
の
平
地
に
拠
点
を
置
き
、
そ
の
後
背
山
地
に

は
山
城
を
配
置
し
た
。
統
一
後
の
中
原
小
京
の
方
格
街
区
は
、
支
流
の
忠
州
川

と
龍
山
川
に
面
し
た
平
地
部
に
整
備
さ
れ
街
区
の
南
側
の
後
背
山
地
に
は
、
統

一
新
羅
時
代
に
特
徴
的
な
大
規
模
山
城
が
築
造
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

忠
州
は
古
代
の
拠
点
の
変
遷
、
特
に
三
国
各
々
の
占
地
の
特
徴
を
考
え
る
う
え

で
、
非
常
に
好
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

第６図　新羅中原小京（1/300,000）
◇は三国時代の遺跡、○は三国時代の古墳

●は、統一新羅時代の古墳
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（
二
）
西
原
小
京

西
原
小
京
は
、
現
在
の
忠
清
北
道
清
州
市
に
所
在
す
る
。
神
文
王
五
年

（
六
八
五
）
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
が
（
二
七
）、『
三
国
史
記
』
雑

志
地
理
・
百
済
条
に
よ
る
と
、
も
と
は
百
済
の
臂
城
も
し
く
は
、
子
谷
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
も
、
清
州
地
域
が
新
羅
に
よ
る

支
配
以
前
は
百
済
の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
遺
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い

る
。
以
下
、
小
京
の
立
地
と
百
済
時
代
の
遺
跡
分
布
と
変
遷
に
つ
い
て
報
告
す

る
。西

原
小
京
の
街
区
は
、
美
湖
川
の
支
流
で
、
北
流
す
る
無
心
川
の
東
岸
で
南

北
に
連
な
る
牛
岩
山
と
の
間
の
幅
〇
．
七
㎞
程
度
し
か
な
い
南
北
に
細
長
い
平

地
部
に
立
地
す
る
。
遺
存
地
割
や
現
地
踏
査
に
よ
る
地
形
の
検
討
か
ら
、
東
西

四
坊
×
南
北
一
〇
坊
の
南
北
に
長
い
長
方
形
の
街
区
が
復
元
で
き
る
（
二
八
）。
東

側
を
画
す
る
牛
岩
山
の
山
上
に
は
牛
岩
山
城
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
さ
ら
に
東
側

の
山
地
に
は
、
城
周
約
四
．
二
㎞
と
大
規
模
な
上
党
山
城
が
築
造
さ
れ
る
。
神

文
王
九
年
（
六
八
九
）
の
築
城
記
事
は
、
上
党
山
城
の
築
造
を
示
し
た
も
の
と

筆
者
は
推
定
す
る
（
二
九
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
山
城
の
間
の
山
腹
の
明
岩
洞
・
龍

潭
洞
・
龍
岩
洞
に
は
多
く
の
統
一
新
羅
時
代
の
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
（
三
〇
）。

一
方
、
百
済
時
代
の
遺
跡
の
多
く
は
、
無
心
川
の
西
岸
に
分
布
し
て
い
る
。

西
岸
に
は
広
大
な
低
丘
陵
が
広
が
っ
て
お
り
、
無
心
川
に
面
し
た
丘
陵
の
東
端

部
の
松
節
洞
遺
蹟
で
百
済
時
代
の
多
数
の
住
居
跡
が
、
新
鳳
洞
・
鳳
鳴
洞
・
松

節
洞
で
百
済
時
代
の
古
墳
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
心
川

と
美
湖
川
の
合
流
点
に
近
い
松
節
洞
を
中
心
と
し
た
丘
陵
地
が
百
済
時
代
の
中

心
地
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
（
三
一
）。

以
上
の
よ
う
に
、
清
州
で
は
、
百
済
時
代
の
無
心
川
西
岸
の
丘
陵
上
か
ら
、

統
一
新
羅
時
代
の
無
心
川
東
岸
の
平
地
に
中
心
地
が
遷
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(Ｓ= 1/20 万 )

第７図　新羅西原小京（1/200,000）

◇は百済時代の集落、○は百済時代の古墳、●は統一新羅時代の古墳
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（
三
）
南
原
小
京

南
原
小
京
は
、
先
に
百
済
の
南
方
城
の
検
討
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
全
羅
北

道
南
原
市
に
所
在
す
る
。『
三
国
史
記
』に
よ
る
と
、も
と
は
百
済
の
古
龍
郡
で
、

神
文
王
五
年
（
六
八
五
）
の
設
置
記
録
が
残
る
（
三
二
）。

小
京
は
、
北
東
か
ら
南
西
へ
と
流
れ
る
蟾
津
江
の
支
流
で
あ
る
蓼
川
と
、
そ

の
支
流
で
あ
る
南
原
川
の
間
に
形
成
さ
れ
た
幅
一
．
〇
～
一
．
四
㎞
の
平
地
に

立
地
し
て
お
り
、
遺
存
地
割
か
ら
中
軸
に
他
の
半
分
の
幅
八
〇
ｍ
の
区
画
を
持

ち
、
中
軸
の
東
西
各
五
坊
ず
つ
、
南
北
一
〇
坊
に
わ
た
っ
て
一
辺
一
六
〇
ｍ
の

区
画
が
広
が
る
方
格
街
区
が
復
元
で
き
る
（
三
三
）。
他
の
九
州
五
小
京
で
は
、
河

川
の
流
れ
る
方
向
や
全
体
的
な
地
形
の
向
き
に
あ
わ
せ
て
軸
が
斜
行
す
る
事
例

が
多
い
な
か
で
、
蓼
川
が
斜
行
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
方
位
を
指
向
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、李
在
桓
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
（
三
四
）、

南
東
隅
は
蓼
川
の
河
川
敷
、
北
西
隅
は
南
原
川
北
西
岸
の
山
地
で
あ
る
た
め

に
、
方
格
の
街
区
を
造
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
完
全
な
正
方
形
状
の

街
区
を
形
成
で
き
て
は
な
い
。
し
か
し
、
中
軸
が
存
在
す
る
こ
と
を
積
極
的
に

評
価
す
る
と
、
地
形
に
即
し
た
変
則
的
な
方
格
街
区
で
な
く
、
理
念
上
は
一
〇

×
一
〇
坊
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
都
市
を
志
向
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

南
原
小
京
の
方
格
都
市
か
ら
約
二
．
五
㎞
の
北
西
の
山
地
に
は
、城
周
約
三
．

一
㎞
の
蛟
龍
山
城
が
築
造
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
神
文
王
一
一
年
（
六
九
一
）
の

築
城
記
事
が
、
こ
の
山
城
の
築
造
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る
（
三
五
）。

前
章
の
南
方
城
の
項
で
検
討
し
た
百
済
時
代
の
中
心
候
補
地
の
う
ち
三
カ
所

は
、
い
ず
れ
も
蓼
川
の
複
数
の
支
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
合
流
扇
状
地
な
ど

に
立
地
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
主
要
河
川
に
面
し
た
平
地
部
に
拠
点
が
遷
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

第8図　新羅南原小京（1/150,000）

◇は百済時代の集落、○は百済時代の古墳
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（
四
）
発
羅
州
治

発
羅
州
治
は
、
現
在
の
全
羅
南
道
羅
州
市
に
所
在
す
る
。『
三
国
史
記
』
に

よ
る
と
、
も
と
は
百
済
の
発
羅
郡
で
、
統
一
直
後
に
は
発
羅
州
の
州
治
が
設
置

さ
れ
た
が
、
神
文
王
六
年
（
六
八
六
）
に
州
治
が
武
珍
郡
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
伴
っ
て
郡
に
降
格
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
（
三
六
）。
州
治
と
な
っ
た
時
期

の
記
録
は
無
い
が
、
唐
が
韓
半
島
か
ら
撤
退
し
た
文
武
王
一
六
年
（
六
七
六
）

以
降
の
設
置
と
仮
定
す
る
と
、
わ
ず
か
一
〇
年
だ
け
州
治
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
州
治
の
具
体
的
な
所
在
地
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
筆
者
の
管
見
で
は

知
ら
な
い
が
、
朝
鮮
時
代
に
造
営
さ
れ
た
羅
州
邑
城
の
城
内
外
で
現
状
の
道
路

網
を
観
察
す
る
と
、
邑
城
の
城
壁
を
越
え
る
範
囲
に
方
格
地
割
が
遺
存
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
南
北
方
向
の
地
割
は
、
東
西
幅
一
二
〇

～
一
三
〇
ｍ
間
隔
で
、
少
な
く
と
も
七
条
存
在
す
る
。
直
交
す
る
東
西
方
向
の

地
割
の
残
存
状
況
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
現
状
で
は
不
等
間
隔
で
三
条
確
認
で

き
た
。

遺
存
地
割
が
確
認
さ
れ
た
羅
州
邑
城
一
帯
は
、
栄
山
江
の
西
岸
に
形
成
さ
れ

た
河
岸
段
丘
の
上
位
面
に
立
地
し
て
い
る
が
、
そ
の
平
坦
面
の
規
模
は
東
西
の

最
大
幅
一
㎞
、
南
北
の
最
大
幅
一
．
三
㎞
程
度
で
、
決
し
て
広
い
と
は
い
え
な

い
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
央
を
東
流
す
る
羅
州
川
の
影
響
で
、
や
や
起
伏
が
あ
る

地
形
で
あ
り
、
ほ
ぼ
平
坦
な
平
野
に
立
地
す
る
他
の
州
治
や
小
京
と
比
較
す
る

と
、
異
な
る
立
地
条
件
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
が
州
治
変

更
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
（
三
七
）。

州
治
が
所
在
す
る
河
岸
段
丘
か
ら
栄
山
江
の
下
流
に
直
線
距
離
で
約
五
㎞
離

れ
た
多
侍
面
会
津
里
に
城
周
約
二
．
四
㎞
の
会
津
城
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
の
結
果
、
城
壁
の
築
造
年
代
は
統
一
新
羅
時
代
と
推
定
さ
れ
て
お
り

（
三
八
）、
発
羅
州
治
に
対
応
す
る
山
城
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
一
河 

川
の
沿
岸
で
三
～
五
㎞
程
度
離
れ
て
州
治
と
山
城
が
立
地
す
る
位
置
関
係
は
、

江
原
道
江
陵
市
に
所
在
す
る
河
西
州
治
と
溟
州
山
城
の
位
置
関
係
と
類
似
し
て

い
る
（
三
九
）。

（
五
）
完
山
州
治

完
山
州
治
は
、
全
羅
北
道
全
州
市
に
所
在
す
る
。『
三
国
史
記
』
に
よ
る
と
、

も
と
は
百
済
の
完
山
で
、
別
名
を
比
斯
伐
や
比
自
火
と
い
っ
た
と
記
録
さ
れ

る
。
真
興
王
一
六
年
（
五
五
五
）
に
軍
事
拠
点
的
な
州
治
と
し
て
設
置
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
が
、
同
二
六
年
（
五
六
五
）
に
対
百
済
戦
争
の
劣
勢
に
伴
っ
て
廃

止
さ
れ
、
大
耶
に
州
治
が
撤
退
し
た
（
四
〇
）。
な
お
大
耶
は
、
現
在
の
慶
尚
南
道

陜
川
郡
陜
川
邑
で
あ
る
。
地
方
行
政
組
織
と
し
て
再
び
完
山
の
州
治
が
設
置
さ

れ
た
の
は
、
神
文
王
五
年
（
六
八
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
四
一
）。

全
州
は
、
萬
頃
江
の
支
流
で
あ
る
全
州
川
の
流
域
で
、
大
き
く
は
東
西
と

第9図　新羅発羅州治推定復元図（1/20,000）

太線が遺存地割
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南
側
を
山
地
に
囲
ま
れ
、
全
州
川
な
ど
が
萬
頃
江
に
合
流
す
る
北
側
に
平
野
が

開
い
て
い
る
。
州
治
は
、
全
州
川
の
東
岸
で
、
南
側
と
東
側
を
山
地
に
隔
て
ら

れ
た
平
地
部
に
立
地
し
て
い
る
。
平
地
部
に
遺
存
す
る
地
割
の
検
討
か
ら
、
南

北
八
坊
×
東
西
八
坊
で
中
軸
に
幅
の
狭
い
区
画
を
持
つ
街
区
を
復
元
で
き
る
。

た
だ
し
、
中
軸
よ
り
西
側
で
は
方
格
の
街
区
は
ほ
ぼ
直
角
に
交
わ
る
が
、
中
軸

よ
り
も
東
側
で
は
直
角
に
な
ら
ず
、
坊
は
平
行
四
辺
形
状
の
形
状
と
な
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
河
川
の
方
向
な
ど
地
形
の
影
響
で
、
南
北
軸
が
北
か
ら

一
八
度
程
度
西
に
振
れ
て
い
る
（
四
二
）。

平
地
を
画
し
て
い
る
東
側
と
、
全
州
川
南
岸
の
山
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
城
周
約

一
．
七
㎞
の
東
固
山
城
と
、
城
周
約
三
．
〇
㎞
と
や
や
規
模
の
大
き
い
南
固
山

城
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。

全
州
市
域
に
お
け
る
百
済
時
代
の
遺
跡
は
、
全
州
川
と
、
全
州
川
に
西
南
側

に
か
ら
合
流
す
る
支
流
三
川
川
と
の
間
に
広
が
る
低
丘
陵
上
や
麓
に
平
和
洞
、

中
華
山
洞
な
ど
で
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
三
川
川
西
岸
の
丘
陵
地
帯
で
も
馬
田
遺

蹟
や
孝
子
遺
蹟
群
が
分
布
し
て
い
る
。

現
状
の
遺
跡
の
分
布
状
況
か
ら
、
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
他
の
事

例
と
同
様
に
、
全
州
川
西
岸
の
低
丘
陵
上
の
百
済
時
代
の
中
心
地
が
、
統
一
新

羅
時
代
に
全
州
川
東
岸
の
平
地
部
に
遷
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ

る
。

三
．
百
済
方
城
の
立
地
と
新
羅
州
治
・
小
京
の
立
地
の
特
徴

前
章
ま
で
、
百
済
の
方
城
と
、
新
羅
の
小
京
お
よ
び
州
治
の
立
地
環
境
に
つ

い
て
、
既
往
の
調
査
研
究
成
果
と
筆
者
の
現
地
踏
査
結
果
に
基
づ
い
て
分
析
し

た
。
本
章
で
は
、
分
析
の
結
果
、
抽
出
で
き
た
百
済
の
方
城
と
新
羅
の
小
京
・

州
治
の
立
地
環
境
の
特
徴
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
い
。

(Ｓ= 1/20 万 )

第10図　新羅完山州治（1/200,000）
◇は百済時代の山城、○は百済時代の古墳

◆は統一新羅時代の集落、●は統一新羅時代の古墳
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各
々
の
立
地
環
境
の
特
徴
を
抽
出
し
、
ま
と
め
た
の
が
第
２
表
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
地
モ
デ
ル
を
図
化
し
た
も
の
が
第
11
図
で
あ
る
。

大
き
な
相
違
点
は
、
中
心
的
な
施
設
で
あ
る
方
城
と
州
治
・
小
京
そ
の
も
の

の
立
地
と
構
造
で
あ
る
。
百
済
の
方
城
が
低
丘
陵
の
中
の
高
所
、
も
し
く
は
丘

陵
と
山
地
の
結
節
点
に
近
い
低
山
地
に
立
地
し
石
築
ま
た
は
土
築
の
城
壁
を
廻

ら
せ
た
山
城
を
築
造
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新
羅
の
州
治
と
小
京
は
、
河
川

に
面
し
た
平
地
に
城
壁
の
無
い
碁
盤
の
目
状
の
方
格
街
区
を
造
営
し
て
い
る
。

立
地
条
件
が
ま
っ
た
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
羅
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

中
心
地
を
前
代
か
ら
引
き
継
が
ず
に
、
別
の
場
所
に
新
た
な
中
心
地
を
創
り
出

す
と
い
う
こ
と
を
地
方
統
治
の
基
本
方
針
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

山
城
の
配
置
も
対
照
的
で
あ
る
。
百
済
の
方
城
で
は
『
翰
苑
』
に
も
記
さ
れ

る
と
お
り
小
規
模
な
山

城
を
互
い
に
目
視
で
き

る
範
囲
に
複
数
配
置
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、

新
羅
の
州
治
・
小
京
で

は
近
郊
に
中
・
大
規
模

な
山
城
を
基
本
は
一
つ

配
置
す
る
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
三
国
時
代

以
来
、
高
句
麗
・
百
済
・

新
羅
の
典
型
的
な
都
城

制
の
形
態
で
あ
る
平
地

城
と
山
の
セ
ッ
ト
構
造

を
引
き
続
き
採
用
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
羅
の
州
治
・
小
京
は
都
城
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

墳
墓
は
、
朴
淳
發
が
指
摘
す
る
と
お
り
百
済
の
泗
沘
期
に
は
王
都
に
近
接

第２表　百済方城と新羅州治・小京の立地比較

第11図　百済方城と新羅州治・小京の立地モデル

（左：百済方城　　右：新羅州治・小京）

凡例　　○　方城　　□　州治・小京　　▲　山城　　

　　　　　古墳　　卍　寺院　　―…　交通路　　
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し
た
場
所
に
密
集
し
た
分
布
状
況
か
ら
、
都
城
の
周
辺
郊
外
に
分
散
す
る
分
布

状
況
へ
と
変
化
し
て
い
る
（
四
三
）。
新
羅
の
墳
墓
の
分
布
も
同
様
に
変
化
し
て
い

る
。
逆
に
い
う
と
、
墳
墓
が
分
布
す
る
地
点
の
直
近
は
方
城
の
中
心
地
で
は
な

い
と
、
候
補
地
か
ら
除
外
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

新
羅
は
、
統
一
後
に
「
五
通
」
と
い
う
官
道
を
版
図
全
域
に
整
備
し
た
と
さ

れ
る
。
五
通
自
体
は
、『
三
国
史
記
』
で
未
詳
地
名
に
区
分
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
具
体
像
を
史
料
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
官
道
が
整
備
さ

れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
州
治
や
小
京
を
結
ぶ
か
、
少
な
く
と
も
意
識
は
し
た
ル
ー

ト
が
設
定
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
韓
国
で
は
古
代
の
官
道
遺
構

が
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
歴
史
地
理
学
の
手
法
を
応
用
し
て
、
治

所
と
官
道
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て　

―
日
本
の
古
代
山
城
の
立
地
環
境
と
の
比
較
―

本
研
究
で
は
、
鞠
智
城
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
古
代
山
城
と
周
辺
の
官
衙

の
立
地
環
境
に
つ
い
て
の
比
較
対
象
と
し
て
百
済
の
領
域
に
存
在
し
た
百
済
の

五
方
城
と
、
新
羅
の
九
州
五
小
京
を
選
定
し
、
分
析
と
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

紙
幅
の
関
係
で
、
今
回
日
本
で
実
施
し
た
踏
査
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
最
後
に
日
本
の
古
代
山
城
の
立
地
環
境
の
傾
向
と
百
済
・
新
羅
と
の

比
較
検
討
の
現
時
点
で
の
見
解
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

日
本
の
古
代
山
城
は
、
六
六
四
年
の
水
城
の
築
造
、
六
六
五
年
の
長
門
の
城
・

筑
紫
の
大
野
城
と
椽
城
の
築
造
に
始
ま
り
、
六
六
七
年
の
対
馬
の
金
田
城
・
讃

岐
の
屋
嶋
城
・
大
和
の
高
安
城
が
築
造
さ
れ
る
ま
で
の
段
階
と
、
文
献
史
料
に

記
載
の
な
い
山
城
が
北
部
九
州
と
瀬
戸
内
に
多
数
築
造
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
の

立
地
環
境
は
大
き
く
異
な
る
。
前
者
は
、
対
外
戦
争
と
い
う
極
度
の
緊
張
状
態

の
な
か
で
、
我
が
国
の
防
衛
戦
略
上
で
重
要
と
判
断
さ
れ
た
場
所
に
基
本
は
山

城
が
単
体
で
立
地
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
広
域
で
み
る
と
、
北
部
九
州
の

場
合
は
、
大
宰
府
を
中
心
と
し
て
放
射
状
に
整
備
さ
れ
た
官
道
の
沿
線
に
配
置

さ
れ
て
お
り
、
山
城
周
辺
で
み
る
と
、
官
道
や
官
衙
の
近
隣
の
丘
陵
や
山
地
に

立
地
し
て
い
る
。
向
井
一
雄
が
提
唱
し
た
「
見
せ
る
山
城
」
と
い
う
官
道
や
官

衙
の
方
向
を
意
識
し
た
城
壁
の
築
造
状
況
な
ど
も
特
徴
的
で
あ
る
（
四
四
）。

百
済
の
方
城
は
、
軍
事
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
経
営
と
い
う
側
面
を

考
慮
す
る
と
、
標
高
二
五
〇
ｍ
前
後
と
い
う
「
険
山
」
で
は
な
く
、「
山
険
」

と
は
方
城
が
平
地
で
は
な
く
、
丘
陵
や
山
に
立
地
す
る
こ
と
を
単
に
示
し
た
も

の
で
、
方
城
の
立
地
は
統
治
す
る
中
心
地
を
見
渡
せ
る
丘
陵
や
低
山
地
に
築
造

さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
文
献
記
載

の
あ
る
古
代
山
城
は
、
方
城
の
立
地
で
は
な
く
、
百
済
の
王
都
で
あ
っ
た
泗
沘

城
の
防
衛
の
た
め
に
周
辺
に
単
体
で
配
置
さ
れ
た
聖
興
山
城
や
石
城
山
城
、
魯

城
山
城
な
ど
の
立
地
と
類
似
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
考
え
る
。

官
衙
施
設
と
山
城
が
セ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
状
況
は
、
新
羅
の
九
州
と

五
小
京
の
治
所
と
類
似
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
官
衙
と
山
城
の
位
置
関
係

は
、
山
城
が
治
所
の
す
ぐ
後
背
山
地
に
築
造
さ
れ
る
場
合
と
、
同
一
河
川
沿
い

や
交
通
路
沿
い
で
少
し
離
れ
た
場
所
に
築
造
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
、

中
原
小
京
や
南
原
小
京
、
完
山
州
治
な
ど
で
、
大
宰
府
と
大
野
城
、
筑
後
国
府

と
高
良
山
城
、
讃
岐
国
府
と
城
山
城
も
同
様
の
立
地
関
係
に
あ
る
と
評
価
で
き

る
。
後
者
は
、
西
原
小
京
や
、
発
羅
州
治
な
ど
で
、
豊
前
国
府
と
御
所
ケ
谷
城

も
同
様
の
立
地
関
係
に
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

鞠
智
城
の
場
合
、
城
が
立
地
す
る
丘
陵
の
南
側
の
平
地
に
菊
池
郡
家
跡
（
菊

池
市
中
西
寺
）
が
あ
る
が
、
城
か
ら
は
約
三
．
五
㎞
と
や
や
離
れ
て
い
る
。
鞠

智
城
付
近
に
は
延
喜
式
以
前
の
駅
路
が
通
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
城
も

郡
家
も
そ
の
交
通
路
沿
い
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
新
羅
と
同
様
の
セ
ッ
ト
関
係
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と
捉
え
て
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
菊
鹿
盆
地
を
見
渡
す
丘
陵
の
先
端
部
に
あ
る
鞠

智
城
を
百
済
の
方
城
と
類
似
し
た
立
地
と
評
価
す
る
べ
き
か
、
鞠
智
城
の
築
造

年
代
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

な
お
今
後
は
、
百
済
山
城
の
立
地
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
先
述
し
た
新
羅
五

通
な
ど
の
交
通
路
の
復
元
研
究
も
進
め
、
統
一
新
羅
に
お
け
る
官
衙
・
山
城
・

交
通
路
の
位
置
関
係
と
の
比
較
研
究
も
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
研
究
に
あ
た
り
、
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
熊
本
県

立
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
ほ
か
熊
本
県
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、現
地
踏
査
を
実
施
し
た
際
も
、多
く
の
方
々
に
ご
協
力
、

ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

金
洛
中
、
金
武
重
、
李
康
列
、
李
柱
憲
、
李
志
映
、
田
庸
昊
、
崔
寛
鎬
、
小

川
秀
樹
、
木
村
龍
生
、
矢
野
裕
介
、
山
口
裕
平
、
山
元
敏
裕
、
渡
邊
誠

註（
一
）
文
献
に
は
、
設
置
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
方
城
の
一
つ
が
旧
都
で
あ
る
熊

津
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遷
都
後
に
整
備
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
二
）『
北
史
』
巻
九
四
、列
伝
百
済
条
「
其
都
曰
居
抜
城
、亦
曰
固
麻
城
。
其
外
更
有
五
方
、

中
方
曰
古
沙
城
、
東
方
曰
得
安
城
、
南
方
曰
久
知
下
城
、
西
方
曰
刀
先
城
、
北
方
曰

熊
津
城
。（
中
略
）
五
方
各
有
方
領
一
人
、
以
達
率
為
之
。
方
佐
弐
之
。
方
有
十
郡
、

郡
将
三
人
、
以
徳
率
為
之
。
統
兵
一
千
二
百
人
以
下
、
七
百
人
以
上
。
城
之
内
外
人

庶
及
余
小
城
、
咸
分
隸
焉
。」

　
　
　
『
翰
苑
』
巻
三
十
、
蕃
夷
部
百
済
条
「
括
地
志
曰
、
百
済
王
城
方
一
里
半
、
北
面
累
石

為
之
、城
水
可
方
余
家
、即
五
部
之
所
也
。（
中
略
）
又
国
南
二
百
六
十
里
有
古
沙
城
、

城
方
百
五
十
歩
、
此
其
中
方
也
。
方
繞
兵
千
二
百
人
。
国
東
南
百
里
有
得
安
城
、
城

方
一
里
、
此
其
東
方
也
。
国
南
三
百
六
十
里
有
卞
城
、
城
方
一
百
三
十
歩
、
此
其
南

方
也
。
国
西
三
百
五
十
里
有
力
光
城
。
城
方
二
百
歩
、
此
其
西
也
。
国
東
北
六
十
里

有
熊
津
城
一
名
固
麻
城
。
城
方
一
里
半
、
此
其
北
方
也
。
其
諸
方
之
城
、
皆
憑
山
険

為
之
、
亦
有
累
石
者
。
其
兵
多
者
千
人
、
小
者
七
八
百
人
。
城
中
戸
多
者
千
人
、
小

者
七
八
百
人
。
城
中
戸
多
者
至
五
百
家
。
諸
城
左
右
亦
各
小
城
、
皆
統
諸
方
。」

（
三
）
本
研
究
で
参
照
し
た
百
済
五
方
城
全
体
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
筆
者
名
と
執
筆
年
の
み
記
す
。（
参
考
文
献
一
覧
を
参
照
）

　
　
　

全
栄
来
一
九
八
八
、
朴
賢
淑
一
九
九
六
、
金
英
心
一
九
九
九
、
徐
程
錫
二
〇
〇
二

（
四
）
前
掲
三
、
徐
程
錫
論
文
、
二
五
一
～
三
〇
八
頁

（
五
）（
財
）
全
北
文
化
財
研
究
院
・
井
邑
市
二
〇
〇
七
『
井
邑
古
阜
旧
邑
城
Ⅰ
』
遺
蹟
調
査

報
告
第
一
二
冊

（
六
）
そ
の
後
、
方
城
と
し
て
の
「
古
沙
夫
里
城
」
の
名
称
で
史
蹟
指
定
さ
れ
、
発
掘
調
査

も
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
断
定
で
き
る
遺
物
が
出
土
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
筆

者
は
引
き
続
き
旧
来
の
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
七
）
前
掲
三
、
全
栄
来
論
文
、
三
三
・
四
三
頁

（
八
）（
財
）
全
北
文
化
財
研
究
院
・
井
邑
市
二
〇
一
一
『
井
邑
隠
仙
里
Ｃ
―
一
二
号
墳
』）

（
九
）
他
に
金
英
心
な
ど
も
梅
花
山
城
を
東
方
城
に
比
定
し
た
。
前
掲
三
、
金
英
心
論
文
、

九
六~

一
〇
〇
頁

（
一
〇
）
李
漢
祥
二
〇
〇
九
『
装
身
具
賜
与
体
制
か
ら
み
た
百
済
の
地
方
支
配
』
書
景
文
化

社

（
一
一
）（
財
）
中
央
文
化
財
研
究
院
二
〇
一
五
『
馬
韓
・
百
済
の
墳
墓
文
化
Ⅲ
―
忠
南
Ⅵ
：

錦
山
・
論
山
・
大
田
・
青
陽
』

（
一
二
）
金
英
心
も
引
用
し
て
い
る
と
お
り
、『
大
東
地
志
』
恩
津
山
水
条
に
「
皇
華
台
、
西

北
十
里
、
有
大
石
平
広
、
俯
瞰
津
水
、
百
済
義
慈
王
遊
宴
其
上
。」
の
記
述
が
あ
る
。

前
掲
三
、
金
英
心
論
文
、
九
八
～
九
九
頁

（
一
三
）
車
勇
杰
二
〇
〇
五
『
百
済
地
域
の
古
代
山
城
』
周
留
城
、
二
九
五
～
二
九
六
頁
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（
一
四
）『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
武
王
三
年
秋
八
月
条
「
王
出
兵
、
囲
新
羅
阿
莫
城
。
一
名

母
山
城
。
羅
王
真
平
遣
精
騎
数
千
、
拒
戦
之
。
我
兵
失
利
而
還
。」
な
お
、
新
羅
本
紀

真
平
王
二
四
年
秋
八
月
条
に
も
対
応
記
事
が
あ
る
。

（
一
五
）（
財
）
全
北
文
化
財
研
究
院
二
〇
一
二
『
南
原
月
山
里
古
墳
群
―
Ｍ
四
・
Ｍ
五
・
Ｍ

六
号
墳
―
』

（
一
六
）
崔
媄
敬
二
〇
一
二
『
百
済
の
羅
州
地
域
支
配
と
南
方
城
』
高
麗
大
学
校
大
学
院
韓

国
史
学
科
碩
士
学
位
論
文

（
一
七
）
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
二
〇
一
四
『
羅
州
五
良
洞
窯
址
Ⅱ　

五
～
六
次
発
掘
調

査
報
告
書
』

（
一
八
）
前
掲
三
、
徐
程
錫
論
文
四
八
～
五
四
頁

（
一
九
）『
三
国
史
記
』
列
伝
、
黒
歯
常
之
伝
「
黒
歯
常
之
、
百
済
西
部
人
。
長
七
尺
余
、
驍

毅
有
謀
略
。
為
百
済
達
率
、
兼
風
達
郡
将
。
猶
唐
刺
史
云
。
蘇
定
方
平
百
済
、
常
之

以
所
部
降
。
而
定
方
囚
老
王
、
縦
兵
大
掠
。
常
之
懼
與
左
右
酋
長
十
余
人
遯
去
。
嘯

合
逋
亡
、
依
任
存
山
自
固
。」

（
二
〇
）
他
に
も
挿
橋
邑
上
城
里
の
上
城
里
山
城
も
百
済
時
代
の
城
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

筆
者
は
城
の
平
面
形
態
や
城
壁
の
形
状
か
ら
、
統
一
新
羅
時
代
の
郡
治
も
し
く
は
県

治
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
る
。

（
二
一
）
朴
泰
祐
一
九
八
七
『
統
一
新
羅
時
代
の
地
方
都
市
に
対
す
る
研
究
』
忠
南
大
学
校

大
学
院
史
学
科
韓
国
史
学
専
攻
碩
士
論
文
。

　
　
　

李
京
贊
二
〇
〇
二
「
古
代
韓
国
地
方
都
市
格
子
型
都
市
区
画
の
携
帯
特
性
に
関
す
る

研
究
」『
建
築
歴
史
研
究
』
第
一
一
巻
第
四
号

（
二
二
）
山
田
隆
文
二
〇
〇
八
「
新
羅
の
九
州
五
小
京
城
郭
の
構
造
と
実
態
に
つ
い
て
―
統

一
新
羅
に
よ
る
計
画
都
市
の
復
元
研
究
―
」『
考
古
学
論
攷
』
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀

要
第
三
一
冊

（
二
三
）
黄
仁
鎬
二
〇
一
四
「
新
羅
九
州
五
小
京
の
都
市
構
造
研
究
」『
中
央
考
古
研
究
』
第

五
号
、（
財
）
中
央
文
化
財
研
究
院

　
　
　

李
在
桓
二
〇
一
六
『
統
一
新
羅
時
代
の
九
州
と
五
小
京
の
考
古
学
的
研
究
』
滋
賀
県

立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
学
研
究
科
博
士
学
位
論
文

（
二
四
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
真
興
王
一
八
年
条
「
以
国
原
為
小
京
。」、
同
文
武
王
一
三

年
秋
九
月
条
「
築
国
原
城
。」

（
二
五
）
前
掲
二
二
、
山
田
論
文
、
三
八
頁
で
は
、
東
西
六
坊
×
南
北
六
坊
以
上
と
推
定
し

た
が
、
そ
の
後
の
虎
岩
洞
遺
蹟
で
統
一
新
羅
時
代
末
期
以
降
に
築
造
さ
れ
た
土
築
城

壁
の
発
掘
調
査
成
果
と
分
布
範
囲
を
踏
ま
え
て
、
再
度
踏
査
を
し
た
結
果
、
現
在
は

東
西
三
坊
×
南
北
一
一
坊
が
妥
当
と
考
え
る
。
な
お
、
黄
仁
鎬
は
東
西
五
坊
×
南
北

九
坊
と
、
李
在
桓
は
東
西
二
坊
×
南
北
九
坊
に
復
元
し
て
い
る
。

（
二
六
）
な
お
筆
者
は
、
石
築
城
壁
の
築
造
も
技
法
が
新
羅
の
整
層
積
と
は
異
な
り
、
高
句

麗
で
一
般
的
に
み
ら
れ
る
長
菱
形
の
石
材
を
多
用
し
て
い
る
場
所
を
確
認
し
た
こ
と

か
ら
、
石
築
城
壁
も
初
築
が
高
句
麗
に
よ
る
可
能
性
は
ま
だ
あ
る
と
考
え
る
。

（
二
七
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
神
文
王
五
年
春
三
月
条
「
置
西
原
小
京
、
以
阿
飡
元
泰
為

仕
臣
。」

（
二
八
）
前
掲
二
二
、
山
田
論
文
、
三
五~

三
六
頁
で
は
、
東
西
五
坊
×
南
北
七
坊
と
推
定

し
た
が
、
今
回
の
踏
査
の
結
果
、
東
西
四
坊
×
南
北
一
〇
坊
が
妥
当
と
判
断
し
た
。

な
お
、
李
京
贊
は
東
西
三
坊
×
南
北
一
〇
坊
、
黄
仁
鎬
は
東
西
三
坊
×
南
北
一
一
坊
、

李
在
桓
は
東
西
三
坊
×
南
北
一
二
坊
に
復
元
し
て
い
る
。

（
二
九
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
神
文
王
九
年
条
「
築
西
原
小
京
城
。」
な
お
、牛
岩
山
城
は
、

山
上
か
ら
西
側
の
平
地
部
に
下
る
城
壁
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
後

三
国
の
動
乱
期
に
築
造
さ
れ
た
羅
城
と
推
定
し
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

（
三
〇
）
ソ
ン
ジ
ェ
ヒ
ョ
ン
二
〇
〇
二
「
清
州
地
域
出
土
新
羅
土
器
の
編
年
と
性
格
」『
湖
西

考
古
学
』
第
六
・
七
合
輯

（
三
一
）
た
だ
し
、
無
心
川
の
東
岸
に
百
済
時
代
の
遺
跡
が
全
く
分
布
し
て
い
な
い
わ
け
で
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は
な
く
、
明
岩
洞
遺
蹟
か
ら
は
百
済
時
代
の
古
墳
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
三
二
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
神
文
王
五
年
春
三
月
条
「
置
南
原
小
京
。
徙
諸
州
郡
民
戸

分
居
之
。」

（
三
三
）
前
掲
二
二
、
山
田
論
文
、
三
二
～
三
四
頁

（
三
四
）
前
掲
二
三
、
李
在
桓
論
文
、
八
二
～
九
六
頁

（
三
五
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
神
文
王
一
一
年
春
三
月
条
「
築
南
原
城
。」

（
三
六
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
神
文
王
六
年
条
「
発
羅
州
為
郡
、
武
珍
郡
為
州
。」

（
三
七
）
も
ち
ろ
ん
地
理
的
要
因
で
は
な
く
、
在
地
勢
力
と
の
関
係
性
な
ど
政
治
的
要
因
も

想
定
で
き
る
。

（
三
八
）
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
二
〇
一
〇
『
羅
州
会
津
城
発
掘
調
査
報
告
書
』

（
三
九
）
山
田
隆
文
二
〇
一
二
「
九
州
五
小
京
と
溟
州
（
河
西
州
）
―
そ
の
都
市
構
造
を
中

心
に
―
」『
文
化
財
』
第
四
五
巻
第
二
号
。
な
お
、
武
烈
王
五
（
六
五
八
）
年
に
設
置

さ
れ
た
河
西
州
治
は
、
南
大
川
北
岸
の
平
地
部
に
方
格
の
街
区
が
存
在
す
る
こ
と
を

確
認
で
き
、
そ
こ
か
ら
西
南
西
に
約
三
㎞
さ
か
の
ぼ
っ
た
同
じ
北
岸
に
城
周
約
一
．

六
㎞
の
溟
州
山
城
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。

（
四
〇
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
真
興
王
一
六
年
春
正
月
条
「
置
完
山
州
於
比
斯
伐
。」、
同

二
六
年
秋
九
月
条
「
廃
完
山
州
、
置
大
耶
州
。」

（
四
一
）『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
神
文
王
五
年
春
条
「
復
置
完
山
州
。
以
龍
元
為
摠
官
。」

（
四
二
）
前
掲
２
２
，
山
田
論
文
、
二
一
・
二
三
頁

（
四
三
）
朴
淳
發
二
〇
一
六
「
百
済
の
都
城
と
墓
域
」『
東
ア
ジ
ア
古
代
都
城
と
墓
域
』

二
〇
一
六
年
度
百
済
研
究
所
国
際
学
術
会
議
、
忠
南
大
学
校
百
済
研
究
所

（
四
四
）
向
井
一
雄
二
〇
一
七
『
よ
み
が
え
る
古
代
山
城
―
国
際
戦
争
と
防
衛
ラ
イ
ン
』
吉

川
弘
文
館
、
一
一
四
～
一
二
二
頁
。
な
お
、
日
本
の
「
見
せ
る
山
城
」
と
同
様
の
城

壁
の
築
造
状
況
が
、
新
羅
の
州
治
や
小
京
と
セ
ッ
ト
に
な
る
山
城
に
も
み
ら
れ
る
こ

と
は
、
前
掲
二
二
、
山
田
論
文
、
一
五
・
一
九
頁
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

参
考
文
献

　

古
典
籍

『
三
国
史
記
』、『
翰
苑
』

　

韓
国
文
献
（
便
宜
上
、
日
本
語
に
訳
し
て
掲
載
す
る
。）

国
立
公
州
博
物
館
二
〇
一
一
『
韓
国
の
冠
』
国
立
公
州
博
物
館
研
究
叢
書
第
二
四
冊

国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所　

二
〇
一
〇
『
羅
州
会
津
城
発
掘
調
査
報
告
書
』

国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所　

二
〇
一
三
『
栄
山
江
流
域
古
代
山
城
』
栄
山
江
流
域
文
化
遺
産

支
援
化
学
術
調
査
報
告
Ⅴ

金
英
心　

一
九
九
九
「
忠
南
地
域
の
百
済
城
郭
研
究
―
地
方
統
治
と
関
連
し
て
―
」『
百
済
研

究
』
第
三
〇
輯
、
忠
南
大
学
校
百
済
研
究
所

朴
泰
祐　

一
九
八
七
『
統
一
新
羅
時
代
の
地
方
都
市
に
対
す
る
研
究
』
忠
南
大
学
校
大
学
院

史
学
科
韓
国
史
学
専
攻
碩
士
論
文

朴
淳
發
二
〇
一
六
「
百
済
の
都
城
と
墓
域
」『
東
ア
ジ
ア
古
代
都
城
と
墓
域
』
二
〇
一
六
年
度

百
済
研
究
所
国
際
学
術
会
議
、
忠
南
大
学
校
百
済
研
究
所

朴
賢
淑　

一
九
九
八
「
百
済
泗
沘
時
代
の
地
方
統
治
と
領
域
」『
百
済
の
地
方
統
治
』
韓
国
上

古
史
学
会

徐
程
錫　

二
〇
〇
二
『
百
済
の
城
郭
―
熊
津
・
泗
沘
時
代
を
中
心
と
し
て
―
』
学
研
文
化
社

ソ
ン
ジ
ェ
ヒ
ョ
ン　

二
〇
〇
二「
清
州
地
域
出
土
新
羅
土
器
の
編
年
と
性
格
」『
湖
西
考
古
学
』

第
六
・
七
合
輯

山
田
隆
文
二
〇
一
二
「
九
州
五
小
京
と
溟
州
（
河
西
州
）
―
そ
の
都
市
構
造
を
中
心
に
―
」『
文

化
財
』
第
四
五
巻
第
二
号

李
京
贊
二
〇
〇
二「
古
代
韓
国
地
方
都
市
格
子
型
都
市
区
画
の
携
帯
特
性
に
関
す
る
研
究
」『
建

築
歴
史
研
究
』
第
一
一
巻
第
四
号

李
漢
祥　

二
〇
〇
九
『
装
身
具
賜
与
体
制
か
ら
み
た
百
済
の
地
方
支
配
』
書
景
文
化
社

（
財
）
嘉
耕
考
古
研
究
所
・
礼
山
郡　

二
〇
一
七
『
礼
山
地
域
百
済
山
城
学
術
調
査
研
究
報
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告
書
』（
財
）
嘉
耕
考
古
研
究
所
文
化
遺
蹟
地
表
調
査
報
告
第
二
〇
一
七
―
一
五
輯

（
財
）
嘉
耕
考
古
研
究
所
・
礼
山
郡　

二
〇
一
七
『
礼
山
地
域
百
済
山
城
学
術
大
会
』
資
料

集

（
財
）
全
北
文
化
財
研
究
院
・
井
邑
市　

二
〇
〇
七
『
井
邑
古
阜
旧
邑
城
Ⅰ
』
遺
蹟
調
査
報

告
第
一
二
冊

（
財
）
全
北
文
化
財
研
究
院
・
井
邑
市　

二
〇
一
一
『
井
邑
隠
仙
里
Ｃ
―
一
二
号
墳
』

（
財
）全
北
文
化
財
研
究
院　

二
〇
一
二『
南
原
月
山
里
古
墳
群
―
Ｍ
四
・
Ｍ
五
・
Ｍ
六
号
墳
―
』

（
財
）
全
州
文
化
遺
産
研
究
院
・
全
州
市　

二
〇
一
七
『
全
州
市
後
百
済
遺
跡
精
密
地
表
調

査
報
告
書
』

（
財
）
中
央
文
化
財
研
究
院　

二
〇
一
五
『
馬
韓
・
百
済
の
墳
墓
文
化
Ⅲ
―
忠
南
Ⅵ
：
錦
山
・

論
山
・
大
田
・
青
陽
』

（
財
）
忠
清
北
道
文
化
財
研
究
院
・
忠
州
市　

二
〇
一
一
『
忠
州
邑
城
学
術
調
査
報
告
書
』

全
北
大
学
校
博
物
館　

一
九
八
七
『
南
原
地
方
文
化
財
地
表
調
査
報
告
書
』
全
北
地
方
文
化

財
調
査
報
告
書
第
六
輯

全
榮
來　

一
九
八
八
「
百
済
地
方
制
度
と
城
廓
」『
百
済
研
究
』
第
一
九
輯
、
忠
南
大
学
校
百

済
研
究
所

車
勇
杰　

二
〇
〇
五
『
百
済
地
域
の
古
代
山
城
』
周
留
城

チ
ャ
イ
ン
グ
ク　

二
〇
一
七
「
考
古
資
料
を
通
し
て
み
る
統
一
新
羅
時
代
完
山
州
治
所
」『
湖

南
考
古
学
報
』
第
五
六
輯

忠
清
南
道
歴
史
文
化
研
究
院　

二
〇
〇
七
『
百
済
の
政
治
制
度
と
軍
事
』
百
済
文
化
史
大
系

研
究
叢
書
八

黄
仁
鎬　

二
〇
一
四
「
新
羅
九
州
五
小
京
の
都
市
構
造
研
究
」『
中
央
考
古
研
究
』
第
五
号
、

（
財
）
中
央
文
化
財
研
究
院

　

日
本
語
文
献
（
五
十
音
順
）

李
在
桓　

二
〇
一
六
「
統
一
新
羅
時
代
の
南
原
小
京
の
都
市
構
造
検
討
」『
人
間
文
化
』
第

三
九
号

李
在
桓
二
〇
一
六
『
統
一
新
羅
時
代
の
九
州
と
五
小
京
の
考
古
学
的
研
究
』
滋
賀
県
立
大
学

大
学
院
人
間
文
化
学
研
究
科
博
士
学
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